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八郎潟干拓地 における水稲の栄養診断 と追肥の要否判定
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1は じ め に

水稲に対する幼穂形成期の追肥は籾数確保に有効なこと

が知られているが,こ の時期の生育によっては追肥により

籾数が過剰となり,登熟歩合の低下や倒伏のために減収す

る場合もみられる。そのためこの時期の水稲の生育,栄養

診断が重要となる。

そこで,カ ラースケール(フ ジフィルムIL製 ),葉緑素

計 (ミ ノルタ饉製 )に よる窒素栄養診断とそれを利用した

″当たり籾数予測の可能性について検討した。更に,そ れ

に基づく幼穂形成期追肥の要否判定指標について検討した。

2試 験 方 法

(1)試験年次 昭和58年 -60年

(a試験場所 秋田県農業試験場大潟支場水稲連作水田

13)供試品種 アキヒカリ,サ サニシキ

●)施肥 基肥 N″ /10α

アキヒカリ 0,6,12, (昭 58)

0,6,12,14, 16(昭 59)

0,6,10,12, (昭 60)

合の低下によりむしろ減収 した(図 1)。

このことからアキヒカリでは42,000粒/イ, ササニシキ

では40,000粒 /″が倒伏限界靭数と考えられた。

0)幼穂形成期における窒素吸収量と籾数

″当たり籾数は幼穂形成期の窒素吸収量と相関が高く,

倒伏限界靭数を得るのに必要な窒素吸収量はアキヒカリで

は 120,/″ ,ササニシキ0ま 85夕/イであった (図 2)。

lS)幼 穂形成期における窒素栄養診断

両品種ともカラースケール値及び葉緑素計値と葉身窒素

濃度の相関は高いが,カ ラースケールによる場合には年次

間差が大きかった。しかし,葉緑素計を用いた場合には年

中 ,0
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(昭 58)

0,2.4, 8, 10(昭 59)

0,2,4, 8, (昭 60)

P2057″/10`,K202″ /10α は共通。

追肥 昭和59年,60年には各区について幼穂形

成期にN2″ /10α 追肥区を設けた。

6)調査方法

1)葉色調査 主茎及びこれに準ずる茎の最上位展開葉

をnと し,(n-2)葉 位についてカラースケール,葉緑

素計を用いて調査 (昭 59,60)。

"葉
身窒素濃度 セ ミ・ ミクロケルダール法で分析。

3減 験 結 果

(1)籾数と収量

アキヒカリでは40,000～ 42,000粒 /″,ササニシキでは

38.000～ 40,000粒 /売で最多収となった。しかし,そ れ以

上の靭数を得るような窒素施肥量では両品種ともFT長が85

“
以上となり倒伏程度が 2以上となった。このため登熟歩
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図1 総籾数と収量,澤長及び倒伏程度
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図2 幼穂形成期の窒素吸収量と総籾数
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次間差は小さかった (図 3,4)。

このことから葉緑素計値により葉身窒素濃度の推定が可

能と考えられた。

“

)配当たり籾数の予測

両品種とも(草丈×茎数×葉緑素計値 )の値と幼穂形成

期における窒素吸収量及び″当たり籾数との間には,草丈,

茎数単独,(茎数×葉緑素計値 )の場合よりも更に高い相

関がみられた (表 1)。

図3 幼穂形成期におけるカラースケール値と

葉身窒素含有率

図4 幼穂形成期における葉緑素計値と葉身窒素含有率
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草丈×菫徴 X苺緑素計値 ×10.   草丈 xI数 ×奏螢素!|は ヽ 10.

図5 幼穂形成期の (草丈X茎数×葉緑素計値)と 総籾数

この場合,(草丈×茎数 )値 ,葉緑素計値をそれぞれ乾

物重,窒素濃度の予測値とみなすことができる。

●)幼穂形成期追肥の安全限界値

図 5に示 した (草丈 X茎数 X葉緑素計値 )の値と籾数の

回帰式から追肥により倒伏限界靭数を得る場合の値を求め,

幼穂形成期追肥の安全限界値として表 2に示した。

すなわち,(草丈 X茎数X葉緑素計値 )の値がアキヒカ

リでは (200～ 230)X104, ササニシキでは(140～ 160)

×104以上の場合には追肥により″当たり籾数が倒伏限界

籾数である42,000粒 /″ , 40,000粒 /″以上となることが

予測されるので追肥は不要と考えられた。

200 -230 x 10'

140-160 x l0'

0)幼穂形成期の (草丈X茎数 X葉緑素計値 )の値により

″当たり靭数の予測並びにそれを用いて,簡易に追肥の要

否判定を行うことが可能であると考えられた。

アキヒカリ
 層籾曇 40曽 lX103/ィ
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(1)品種別の倒伏限界籾数を明らかにした。
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表 : 幼穂形成期における生育量の窒素吸収量及
び総籾数に対す る相関係数

ササニシキ

サ ‐シキ

 l[::|

Y-0382X=0'2

カラースケール値

Y 0118X 166

``‐

0'`4・・・ )

秦縁 素計値 葉

'素
息1値

表 2 幼穂形成期における追肥の安全限界値

105～ 120
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